
・令和６年３月高等学校を就職未決定のまま卒業した生徒 

男 女

35,043 17,878 17,165

6,137 3,650 2,487

5,901 3,530 2,371

236 120 116

160 73 87

増減

男(人) ％ 女(人) ％

58 36.3 26 35.6 32 36.8 63 34.6 1.7

102 63.8 47 64.4 55 63.2 119 65.4 ▲ 1.6

計 160 100.0 73 100.0 87 100.0 182 100.0 -

増減

男(人) ％ 女(人) ％

26 20.3 11 18.0 15 22.4 45 30.6 ▲ 10.3

16 12.5 8 13.1 8 11.9 37 25.2 ▲ 12.7

15 11.7 7 11.5 8 11.9 13 8.8 2.9

14 10.9 7 11.5 7 10.4 19 12.9 ▲ 2.0

8 6.3 4 6.6 4 6.0 1 0.7 5.6

7 5.5 3 4.9 4 6.0 8 5.4 0.1

3 2.3 1 1.6 2 3.0 0 0.0 2.3

2 1.6 1 1.6 1 1.5 0 0.0 1.6

1 0.8 1 1.6 0 0.0 2 1.4 ▲ 0.6

36 28.1 18 29.5 18 26.9 22 15.0 13.1

計 128 100.0 61 100.0 67 100.0 147 100.0 -

増減

男(人) ％ 女(人) ％

61 38.1 20 27.4 41 47.1 50 27.5 10.6

47 29.4 25 34.2 22 25.3 79 43.4 ▲ 14.0

22 13.8 13 17.8 9 10.3 27 14.8 ▲ 1.0

5 3.1 2 2.7 3 3.4 3 1.6 1.5

2 1.3 1 1.4 1 1.1 0 0.0 1.3

1 0.6 1 1.4 0 0.0 3 1.6 ▲ 1.0

0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 0.5 ▲ 0.5

22 13.8 11 15.1 11 12.6 19 10.4 3.4

計 160 100.0 73 100.0 87 100.0 182 100.0 -

令和６年３月卒 新規高卒未就職者に関する状況について

  令和６年９月   経済部労働政策局雇用労政課

■調査対象

 就職希望者 6,576 7,244

 就職決定者 6,420 7,006

（単位：人）

R6.3学卒 R5.3学卒 R4.3学卒

計 計 計

 3月末未就職者 156 238

 調査回収数 182 222

 卒業生 36,684 38,572

計
(前年比)計(人) ％

就職試験を少なくとも一度は受けた。（公務員試験を含む）

就職試験を一度も受けなかった。

資料出所：文部科学省「新規高等学校卒業者の就職状況に関する調査について」

【参考】　６月末現在の未就職者数の算出方法 = ３月末現在の未就職者（調査回収数）　－　（問３の回答「正規雇用者数」＋「非正規雇用者数」＋「進学者数」）＝　160 - (　22　+　61　+　1　)　＝ 76

■調査内容及び回答

問１　３月末までの就職試験の受験状況（一
つ）

3月末の状況

R6.3学卒
R5.3学卒

(前年同期）

計(人) ％

※就職希望者以外の進路未決定者を一部含むことから調査回収数が3月末未就職者数を超える場合がある。

就職と進学のどちらもしたくなかった。

自宅から通勤できる就職先がなかった。

欠席が多いことや成績不振などで就職しなかった、又はできなかった。

進学から就職に進路変更したため就職先がなかった。

求人票の資格等の要件を満たすことができなかった。

その他

希望した職種がなかった。

アルバイトをすることにした。

自分が何をしたいのかはっきりしなかった。

保護者の反対など、家庭の事情で就職しなかった、又はできなかった。

問２　問１で「②就職試験を一度も受けな
かった。」と回答した者の３月末までに就職
しなかった、又はできなかった理由
（主たる理由二つ以内）

3月末の状況

R6.3学卒
R5.3学卒

(前年同期）

計(人) ％ 計
(前年比)計(人) ％

非正規雇用者として働いている。（国や道などが実施している体験雇用を除く）

正規雇用者として働いている。（公務員を含む）

連絡が取れない。

就職に向けて何もしていない。

進学している。（国や道などが実施している職業訓練を除く）

問３　６月末現在の生徒の状況（一つ）

6月末の状況

R6.3学卒
R5.3学卒

(前年同期）

計(人) ％ 計
(前年比)計(人) ％

国や道などが実施している体験雇用を活用している。

国や道などが実施している職業訓練を受けている。

その他



増減

男(人) ％ 女(人) ％

1 20.0 0 0.0 1 33.3 0 0.0 20.0

1 20.0 1 50.0 0 0.0 0 0.0 20.0

1 20.0 0 0.0 1 33.3 0 0.0 20.0

1 20.0 1 50.0 0 0.0 0 0.0 20.0

1 20.0 0 0.0 1 33.3 0 0.0 20.0

0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0.0

0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 33.3 ▲ 33.3

0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0.0

0 0.0 0 0.0 0 0.0 2 66.7 ▲ 66.7

計 5 100.0 2 100.0 3 100.0 3 100.0 -

増減

男(人) ％ 女(人) ％

48 53.3 17 50.0 31 55.4 41 56.2 ▲ 2.9

18 20.0 4 11.8 14 25.0 16 21.9 ▲ 1.9

4 4.4 2 5.9 2 3.6 1 1.4 3.0

20 22.2 11 32.4 9 16.1 15 20.5 1.7

計 90 100.0 34 100.0 56 100.0 73 100.0 -

増減

男(人) ％ 女(人) ％

43 57.3 16 53.3 27 60.0 39 40.6 16.7

15 20.0 6 20.0 9 20.0 9 9.4 10.6

7 9.3 1 3.3 6 13.3 9 9.4 ▲ 0.1

4 5.3 3 10.0 1 2.2 19 19.8 ▲ 14.5

1 1.3 1 3.3 0 0.0 0 0.0 1.3

5 6.7 3 10.0 2 4.4 20 20.8 ▲ 14.1

計 75 100.0 30 100.0 45 100.0 96 100.0 -

問4　問３で、「⑥　就職に向けて何もしてい
ない」と答えた生徒の何もしていない理由
（一つ）

6月末の状況

R6.3学卒
R5.3学卒

(前年同期）

計(人) ％

家庭の事情のため。

保護者と進路希望が一致していないため。

進学を考えているため。 

希望する勤務地で就職先がないから。

希望する職種や業種の就職先がないから。

自分が何をしたいのかはっきりしないため。

計
(前年比)計(人) ％

卒業後、何度も受験したが採用されなかったため。

働く気がないため。

％

就職（正規雇用）を希望している。（公務員を含む）

未定である。

進学を希望している。

その他

その他

問５　６月末現在の生徒の進路希望（一つ）

6月末の状況

R6.3学卒
R5.3学卒

(前年同期）

計(人) ％ 計
(前年比)計(人)

その他

生徒や保護者と電話等により、生徒の状況確認や進路相談を行った。

ハローワークやジョブカフェ北海道等が行う職業相談や就職面接会等に関する情報提供をした。

生徒や保護者と面談を実施した。

求人情報を提供した。
北海道労働局等が実施する体験雇用や職業訓練などの支援策に関する情報提供をした。

問６　６月の学校における就職支援の状況
（複数回答可。当該月のみの件数を記入）

6月末の状況

R6.3学卒
R5.3学卒

(前年同期）

計(人) ％ 計
(前年比)計(人) ％


